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まず、環境問題の主要要因として温室効果ガス
温室効果ガスは、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素など
二酸化炭素が76%で最大
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[4] ... Quéré et al. “Temporary reduction in daily global CO2 emissions during the COVID-19 forced confinement”.
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一方で、今年に入りCOVID-19のパンデミック
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そこで、我々の演習の目的は、
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それでは分析手法について説明します。
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本研究では分析の対象として二つの推計を行います。産業連関表を用いた各産業の国内生産額の変動を推計した後、国内生産額を用いてCO2排出量の変動を推計します。
これら推計により、国内生産額とCO2排出量、両者の関係性を可視化、また分析することで、本研究の目的を達成します。
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産業連関表による国内生産額の算出で使うデータを先に説明します。
総務省の産業連関表は部門から他の部門に投入された額、最終需要、輸入、国内生産額、 粗付加価値で構成されています。
御覧のテーブルの中、青い線の二つのボックスの各合計値は互いに一致するようになっています。
列の値を国内生産額で割ることで、投入係数の行列が得られます。
赤い文字に表示されているところが逆行列係数になりまして、最終需要と輸入列の引き算をこれに掛けることでXである国内生産額の列ベクトルを算出できます。
逆行列係数は目的によっていろいろなモデルがありまして、今回は輸入部門を排除する、単一行列と投入係数行列の引き算の逆行列係数モデルを適用しました。
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次のデータは国土交通省で作成された運輸部門中心の産業連関表になります。総務省の産業連関表の基本コードを運輸部門中心に再調整して、新たなコード表と産業連関表を提供しています。
その目的は運輸関連部門に係る産業構造や波及効果等の分析を容易にするためです。
これらの図では大中小分類の各仕組みを示している。
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三つ目のデータは経済産業省の第3次産業活動指数になります。これは第３次産業に当たる業種の生産活動を総合的に捉える（とらえる）ものになりまして、産業連関表の最終需要にこの活動指数を適用することで、それによる国内生産額を推計することができます。左のテーブルは提供されている時系列データの一部を表しています。活動指数を適用することに当たり、産業連関表の部門名と品目名称を合わせる必要があったため、右のテーブルの通りマッチングをしました。
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これまで説明したデータの下、ここでは、最終的にこの研究で求められるデータとして、今年の道路交通活動による産業連関表と、国内生産額を算出するフローチャートを示しています。
総務省では約5年ごとに産業連関表を作成していて、最新データが2015年に作成されました。一方、国土交通省では2011年の運輸部門を中心とした産業連関表を発表したんですが、2015年の場合は発表されていない状況です。そこで、先に2015年の運輸部門を中心とした産業連関表を作成する作業を行いました。その後、2020年の1月から7月までの道路交通部門の活動指数を2015年産業連関表の最終需要に（掛け算し、また逆行列係数に掛け算）適用することで2020年の国内生産額を算出することができました。
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[4] ... Quéré et al. “Temporary reduction in daily global CO2 emissions during the COVID-19 forced confinement”.
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7分類の説明は、口頭で

\begin{itemize}

    \item ${\mathrm{CO}_2}^{s,m}$: ある部門$s$の2015年$m$月におけるCO2排出量

    \item $\Delta A^{s,m}$: 経済活動変化率（次スライドにて定義）

\end{itemize}
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\begin{equation*}
    \Delta A^{s,m} = \frac{X'^{s,m} - X^{s,m}}{X^{s,m}}
\end{equation*}


\begin{enumerate}
\item $\Delta X'^{s,m}$: ある部門$s$の2015年$m$月から2020年$m$月の
\end{enumerate}
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